
　
行
田
市
民
大
学
令
和
元
年
度
パ

ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会
が
８
月
２
０

日
と
２
１
日
に
開
催
。
場
所
は
行

田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」。

　
２
０
日
は
初
心
者
講
習
会
（
参

加
者
１
５
名
）
、
２
１
日
は
基
礎

講
習
会
（
参
加
者
１
７
名
）
。

　
開
催
責
任
者
の
市
民
大
学
田
口

広
報
部
長
の
挨
拶
・
今
村
理
事
長

の
挨
拶
に
続
き
、
広
報
部
の
小
堤

副
部
長
よ
り
注
意
事
項
が
説
明
さ

れ
、
毎
年
担
当
し
て
い
る
横
山
講

師
の
挨
拶
の
あ
と
、
講
習
会
が
行

わ
れ
た
。

　
２
０
日
の
基
礎
編
に
続
き
２
１

日
は
経
験
者
及
び
グ
ル
ー
プ
リ
ー

ダ
ー
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
。
講

師
は
前
日
に
引
き
続
き
市
民
大
学

の
サ
ー
バ
ー
を
管
理
し
て
い
る
横

山
典
子
代
表
（
Ａ
Ｌ
Ｏ
・
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
）
。
今
回
の
講

習
で
は
、
今
年
の
６
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
大
学
活
動
セ
ン
タ
ー
と

市
民
大
学
を
合
わ
せ
た
新
し
い

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
た
の
で
、

こ
の
新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
っ
た

投
稿
方
法
の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
名
は
　

「
行
田
市
民
大
学
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

行
田
市
民
大
学
活
動
セ
ン
タ
ー
」
。

横
山
講
師
の
丁
寧
な
説
明
と
助
手

の
広
報
部
員
の
声
が
け
で
、
次
第

に
慣
れ
、
自
分
で
い
ろ
い
ろ
な
写

真
を
縮
小
し
た
り
、
ト
リ
ミ
ン
グ

し
た
り
し
た
。
い
よ
い
よ
投
稿
に

つ
い
て
の
講
習
。

　
従
来
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
の
Ｉ

Ｄ
及
び
パ
ス
ワ
ー
ド
は
使
用
で
き

な
い
。
参
加
者
に
新
し
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド

が
渡
さ
れ
た
。
実
際
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
投
稿
さ
れ
た
自
分
の
記

事
に
「
わ
あ
、
す
ご
い
。
」
な
ど

の
声
が
上
が
っ
た
。
参
加
者
の
意

欲
あ
る
学
習
態
度
と
講
師
の
優
し

く
丁
寧
な
説
明
で
、
最
後
ま
で
有

意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
。

　
講
習
会
の
最
後
に
、
田
口
広
報

部
長
よ
り
、
こ
の
経
験
を
活
か
し

今
後
の
市
民
大
学
の
授
業
の
内
容

及
び
各
グ
ル
ー
プ
の
活
動
報
告
等

に
ぜ
ひ
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
挨

拶
が
あ
り
、
二
日
間
の
パ
ソ
コ
ン

講
習
会
が
終
了
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
行
田
市
民
大
学
へ

の
投
稿
は
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
行
田
市
民
大
学
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

行
田
市
民
大
学
活
動
セ
ン
タ
ー
」

に
切
り
替
わ
り
、
現
在
の
行
田
市

民
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
来
年
３

月
で
閉
鎖
と
な
る
。
投
稿
す
る
方

法
は
、
新
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
る
。
Ｉ
Ｄ
と
パ

ス
ワ
ー
ド
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
す
る
。
ま
た
は
、
広
報
部
員
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
２
０
１
９
年
１
０
月
１
０
日
の

講
師
は
埼
玉
県
立
文
書
館
の
若
松

良
一
氏
。
「
古
墳
時
代
の
舟
運
と

埼
玉
古
墳
群
」
～
埴
輪
か
ら
見
た

古
墳
時
代
に
お
け
る
荒
川
の
海
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
具
体
像
～
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
興
味
深
い
お
話

を
伺
っ
た
。
古
代
の
海
部
（
か
い

ふ
）船
を
操
る
集
団
は
、川
の
舟
運

も
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
。
　
　
　

　
埼
玉
古
墳
群
の
将
軍
山
古
墳
の

石
室
に
は
千
葉
県
鋸
南
町
で
採
れ

る
房
州
石
を
使
用
。
な
ぜ
１
２
０

㎞
も
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
房
州

石
を
、
石
室
に
使
っ
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
将
軍
山
古
墳
の
被
葬
者

が
お
そ
ら
く
千
葉
か
ら
来
た
人
だ

か
ら
と
い
う
お
話
に
、
受
講
者
の

郷
土
へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。
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熱心な受講者

若松良一講師

横山典子講師

パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習
会
で
行
田
市
民
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
投
稿
方
法
を
学
ぶ
　



　
令
和
元
年
９
月
２
１
日
（
土
）

N
P
O
法
人
行
田
市
民
大
学
活
動

セ
ン
タ
ー
、
も
の
つ
く
り
大
学
、

N
P
O
法
人
子
育
て
ネ
ッ
ト
行

田
、
行
田
市
教
育
委
員
会
が
連
携

し
て
、
子
供
た
ち
の
知
的
好
奇
心

を
刺
激
す
る
学
び
の
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
子
ど

も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」
の
修
了
式
が

も
の
つ
く
り
大
学
建
設
棟
で
開
催

さ
れ
た
。

　
修
了
者
は
行
田
市
内
の
小
学
４

年
生
か
ら
６
年
生
、
４
６
名
。「
子

ど
も
大
学
修
了
式
」
で
は
子
ど
も

大
学
学
長
の
赤
松
明
氏
（
も
の
つ

く
り
大
学
長
）
よ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
た
ち
に
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
手

作
り
の
角
帽
を
か
ぶ
り
、
修
了
証

書
を
受
け
取
る
と
、
う
れ
し
そ
う

に
学
長
と
握
手
を
交
わ
し
た
。
学

生
代
表
は
６
年
生
。
大
き
な
声
で

先
生
方
・
ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
謝
と
、

楽
し
く
学
べ
た
こ
と
、
子
ど
も
大

学
行
田
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
友

達
が
で
き
た
こ
と
、
心
に
残
る
の

は
ロ
ケ
ッ
ト
作
り
と
地
元
野
菜
の

調
理
だ
っ
た
と
述
べ
た
。
後
席
の

保
護
者
の
方
々
も
見
守
る
中
で
、

令
和
元
年
度
の
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ

う
だ
修
了
式
は
、
無
事
修
了
。

　
「
子
ど
も
大
学
ぎ
ょ
う
だ
」は
、

地
域
の
教
育
力
を
結
集
し
た
子
ど

も
大
学
と
し
て
、令
和
元
年
度「
埼

玉
・
教
育
ふ
れ
あ
い
賞
」
に
選
定

さ
れ
、
１
０
月
１
９
日
埼
玉
県
民

活
動
セ
ン
タ
ー
で
、
表
彰
さ
れ
た
。

　
N
P
O
法
人
行
田
市
民
大
学
活

動
セ
ン
タ
ー
ま
ち
づ
く
り
支
援
部

子
ど
も
大
学
担
当
者
も
、
表
彰
式

に
出
席
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
大

学
の
教
育
活
動
を
支
え
て
い
く
。

　
行
田
北
小
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

で
、
１
０
月
８
日
に
ミ
ニ
運
動
会

が
開
催
さ
れ
た
。
子
ど
も
た
ち
は

赤
・
青
・
緑
・
黄
組
に
分
か
れ
て

競
っ
た
。
種
目
は
ま
ず
、
「
へ
び

の
運
動
会
」
続
い
て
「
電
車
で

ゴ
ー
！
」
大
き
な
歓
声
の
中
、
無

事
到
着
。三
番
目
は
「
人
力
車
」
。

麻
袋
を
、
二
人
で
引
っ
張
り
、
リ

レ
ー
。
最
後
は
「
障
害
物
競
走
」
。

「
が
ん
ば
れ
！
」
の
大
声
援
。
子

ど
も
た
ち
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

で
、
休
み
時
間
も
麻
袋
に
友
達
を

の
せ
て
、
み
ん
な
で
引
っ
張
っ
て

遊
ん
だ
。
体
育
館
か
ら
「
わ
く
わ

く
ク
ラ
ブ
」
の
教
室
に
戻
り
、
結

果
発
表
と
終
わ
り
の
会
。
お
迎
え

に
来
た
家
の
人
に
、
「
今
日
は
、

運
動
会
で
よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た

よ
。
」
と
ス
タ
ッ
フ
か
ら
声
が
け

が
あ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
も
お
母

さ
ん
た
ち
も
笑
顔
に
な
っ
た
。
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学

　
　
活
動
セ
ン
タ
ー
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学

　
　
活
動
セ
ン
タ
ー
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学

　
　
活
動
セ
ン
タ
ー
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学

　
　
活
動
セ
ン
タ
ー
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学

　
　
活
動
セ
ン
タ
ー
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学

　
　
活
動
セ
ン
タ
ー
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学

　
　
活
動
セ
ン
タ
ー
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学

　
　
活
動
セ
ン
タ
ー
よ
り

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学

　
　
活
動
セ
ン
タ
ー
よ
り

（２） 第１１号 行田市民大学広報たより/ＮＰＯ法人行田市民大学活動センターより ２０１９年１１月２８日（木）

 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動 NPO法人市民大学活動センターの活動
子ども大学ぎょうだ修了式

編
集
後
記
　

　
台
風
１
９
号
が
猛
威
を
振
る
い
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
災
害
に
備
え
て
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
や
避
難
所
・
防
災
用
品
の
確
認
を
し
っ
か
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
　
田
口
　
修
　
茂
木
幸
蔵
　
小
堤
敏
正
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
口
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ものつくり大学での修了式

人力車を引く子どもたち

NPOこども大学担当部長と

行田市教育委員会担当者

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学
活
動
セ
ン
タ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
支
援

部
は
子
ど
も
支
援
（
子
ど
も
大
学
）
と
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
二
部

門
か
ら
な
る
。
放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
行
田
市
教
育
委
員
会
や
小

学
校
と
の
協
同
で
、
放
課
後
の
子
ど
も
の
あ
り
方
を
研
究
し
、
放
課

後
の
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
市
民
大
学
活
動
セ

ン
タ
ー
は
小
学
校
１
～
３
年
生
の
希
望
児
童
を
対
象
に
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
「
北
小
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
」
を
運
営
し
て
い
る
。
月
に
二

回
実
施
さ
れ
る
。


